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　大学の授業の場では、近年、学生たちの「私語」が問題とされることが少なくない。と
りわけ大規模な教室でおこなわれる講義形式の授業では私語対策に苦労しているようで、
各大学ではさまざまな私語対策が講じられている。しかしながら他方で、演習形式の授業
では、教師と学生、そして学生同士での活発な討論が期待されているにもかかわらず、し
ばしば学生の「沈黙」に悩まされていると聞く。つまり、一方で学生の「私語」が、他方で
は学生の「沈黙」が問題となっているのである。もっとも、「私語」をやめさせ「沈黙」を
なくすための対策や工夫はいくらでも可能である。だが、大学という場が学生たちに書き言
葉と話し言葉を習練するための素材や切掛けを提供する場であると考えるなら、「私語対策」
や「沈黙対策」も、「大学での学び」「学生たちの成長」に結びつけられたものでなければ
意味のないものとなろう。本分科会では、このような観点からあらためて大学における「私語」
と「沈黙」について考えてみたい。
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分科会のねらい
　大学の授業の場では、近年、学生たちの「私語」が
問題とされることが少なくない。とりわけ大規模な教室
でおこなわれる大人数の講義形式の授業では私語対策
に苦労しているようで、各大学ではさまざまな私語対策
が講じられている。しかしながら他方で、演習形式の授
業では、教師と学生、そして学生同士での活発な討論
が期待されているにもかかわらず、しばしば学生の「沈黙」
に悩まされていると聞く。つまり、いま大学では、一方
で学生の「私語」が、他方では学生の「沈黙」が問題と
なっているのだ。
　もっとも、「私語」をやめさせ「沈黙」をなくすための
対策や工夫はいくらでも可能である。だが、大学という
場が学生たちに書き言葉と話し言葉を習練するための素
材や切掛けを提供する場であると考えるなら、「私語対
策」や「沈黙対策」も、「大学での学び」「学生たちの成長」
に結びつけられたものでなければ意味のないものとなろ
う。本分科会では、このような観点からあらためて大学
における「私語」と「沈黙」について考えてみたい。
　以上のような問題意識のもと、本分科会冒頭で、あ
らためてコーディネーターとしての本分科会の趣旨なら
びに目的を提示した。第一に、上述したように、近年
の大学では、とりわけ大人数授業において学生たちの
「私語」が問題視され、他方、少人数の演習形式の
授業では活発な討論がわきおこらないという報告を聞
く。そこで、本分科会の報告、それを受けての議論を
とおして、大学という学びの場の活性化のために有
効な方策について問題共有することが目的である。

＜第9分科会＞

大学における「私語」と「沈黙」

そして第二に、大学において「私語」が溢れ「沈黙」
が瀰漫しているということは、すなわち、大学の本来
の姿である言論活動の場の著しい衰弱と捉えることが
できる。大学は瀕死状態にあるということもできよう。
そこで、「私語」でも「沈黙」でもない、活気ある言
語生活を大学に取り戻すにはどうすればよいのかを参
加者とともに考えること、これも本分科会での目的の
一つに挙げられる。最後に、大学における「私語」と「沈
黙」は別個の事柄ではなく、むしろ文明論的な問題
として捉え直すべきであるという問題意識のもと、「私
語」や「沈黙」にたいする対処や対策の方法を共有
することにとどまらず、両者の大学における併存の意
味を参加者とともに議論し、本分科会自体を活発な
言論活動の場とすること、これもまた本分科会の目的
であるといってよい。

報告の概要
　上記ねらいにしたがって、本分科会では、まず、「私
語」や「沈黙」を、単に授業運営を滞らせるものと捉
えるのではなく、「学びの契機」と捉え直すことにより
授業実践をおこなっている山形大学基盤教育院の杉
原真晃先生に、「授業中の私語および沈黙を問い直
す ―学びの契機としての私語・沈黙― 」との題目で
全体的な問題提起がなされた。つづいて、授業とい
う「場」をいかに活かしていくかという問題意識のもと、
大人数授業で Twitterを用いたリアルタイムでの理解
状況の把握をおこなうなど、従来とは異なる技法を用
いて授業中の「私語」と「沈黙」の問題に向き合って

参 加 人 数 　 39 名
報 告 者
　第１報告者　　　　杉原　真晃　（山形大学 基盤教育院 教育開発連携支援センター 准教授）
　第２報告者　　　　尾澤　重知　（早稲田大学 人間科学学術院 准教授）
　第３報告者　　　　山本　真一　（京都文教大学 人間学部現代社会学科 准教授）
コーディネーター
　　　　　　　　　　黒宮　一太　（京都文教大学 人間学部現代社会学科 講師）

第
９
分
科
会

387



いる早稲田大学人間科学学術院の尾澤重知先生に、
「大人数授業をいかに魅力的な「場」としてデザイン
するか？」との題目で授業実践例が紹介され、問題
提起がなされた。最後、尾澤先生が大人数授業で
の実践例を紹介してくださったのに対して、京都文教
大学人間学部の山本真一先生に、「プロジェクト科
目事例報告 ～授業の運営方法と学生の授業態度～ 
」との題目で、少人数の演習形式の授業における実
践例を題材に、近年多くの大学で試みられているプ
ロジェクト系の科目において授業中の「私語」と「沈
黙」という課題がどのように捉え直されるかについて
問題提起がなされた。以下、報告順に概要をまとめ
ておく。

①「授業中の私語および沈黙を問い直す ―学びの契
機としての私語・沈黙― 」（山形大学基盤教育院　
杉原真晃）
　本報告では、「私語」ならびに「沈黙」が発生する
背景が確認された後、それらを「事前防止」や「事中・
事後禁止」の対象とするのではなく、「学習観の転換」
「活動の自己評価」の契機として学びへの積極的活用
の対象とすることはできないか、という問題提起がな
された。詳しくは掲載されている報告者の報告資料
に譲るが、以下に、配布された報告レジュメに記され
た報告項目を示しておく。

１．発表の背景・目的
　　私語の発生／私語への対応／沈黙の発生
　　／沈黙への対応
２．私語を問い直す
　　私語の理由／私語への対応オープンキャン
　　パス／授業評価／教育話法
３．沈黙を問い直す
　　沈黙の理由／沈黙への対応数学に対する大
　　いなる誤解（応用）
４．私語・沈黙の、学びへの積極的活用
　　私語・沈黙の二つの側面／私語の積極的活
　　用事例／沈黙の積極的活用事例

　なかでも、私語と沈黙の理由の検討をふまえ、実
際の授業実践例を題材にしておこなわれた、消極的
活用（事前防止、事中・事後禁止等）とは異なるもう

一つの側面、すなわち、積極的活用（学習観の転換、活動
の自己評価等）の具体例についての報告は、聴講者
の関心の高いものであった。たとえば、報告者は、「私
語」にかんして、授業テーマと関連する諸概念を説明
し、学生自身のコミュニケーションや大学生活を考え
る機会を設けている。また、それによって、「授業に
関係のある」おしゃべりや学生同士の仲間意識の形
成を促している。「沈黙」にかんしては、演習形式の
授業実践を例に、「うまくいかないこと」「恥ずかしい
こと」を認め合える環境をつくり、「発言が苦手」「発
言しなこと」のメカニズムを説明、学生に学習にかん
するセルフ・マネジメントをさせている。これらの実
践例は、分科会の趣旨に合致した、まさに「私語」と「沈
黙」を「大学での学び」へと結びつける方法の一つと
いえるであろう。

②「大人数授業をいかに魅力的な「場」としてデザイン
するか？」（早稲田大学人間科学学術院　尾澤重知）
　報告者は、「私語」や「沈黙」のみならず、内職や
睡眠など、学生にとって「授業よりも魅力的な活動」
といかに対峙し、それらの魅力を上回るような授業デ
ザインをいかに実践するか、という問題意識を有して
いる。本分科会では、自身が実践する授業例を題材
に、授業でのルール（私語対策ではなく交流促進の
ためのルール）の適切な説明、ツール（ミニッツペー
パーや Twitter など）を用いた学生の授業参加、知
識共有の促進、グループワークによる知識の応用によ
り、共同的な活動が可能な場をデザインすることの重
要性が示された。詳しくは掲載されている報告者の
報告資料に譲るが、以下に、配布された報告レジュ
メに記された報告項目を示しておく。

１．問題設定
２．実践報告
３．結果

　なかでも、２．実践報告では、自身の授業におけ
る授業評価の結果を経年で示しながら、「講義と演
習、グループワークの適切な組み合わせ、連携」「ミ
ニッツペーパーを用いた授業単位での理解度の把握と
フィードバック」「Twitterを用いたリアルタイムでの理
解状況の把握とフィードバック」という三つの授業デザ
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インとツールの利用を柱とした授業実践の効果について
検討が加えられた。とくに、方法の工夫として提示さ
れた、「挙手、机間巡視と指導、マイクでの発言」「知
識伝達型と知識校正型の融合」「演繹法的展開と昨
日法的展開の組み合わせ」「情報収集とフィードバック」
については、豊富な具体例による説明もあって、興味
深いものであった。また、近年の学生が慣れ親しん
だ情報伝達ツールであるTwitter などの授業での活
用事例や、それを含めた「授業」という場でしかおこ
なえない活動をいかにデザインするかという問題意識
とその工夫の提示は、聴講者が強く関心を寄せるも
のであった。

③「プロジェクト科目事例報告 ～授業の運営方法と学生
の授業態度～ 」（京都文教大学　山本真一）
　本報告では、近年多くの大学で採用されている「プロ
ジェクト」系の授業実践を題材に、その具体的な運営方法、
それによる「私語」や「沈黙」に対する効果がデータとと
もに示された。報告②が大人数授業を題材にしたもので
あったのに対し、本報告は少人数での演習形式の授業実
践例の報告であったため、両者の方法論の比較も可能と
なり、興味深い報告であった。詳しくは掲載されている報
告者の報告資料に譲るが、以下に、配布された報告レジュ
メに記された報告項目を示しておく。

１．はじめに
２．プロジェクト科目について
３．授業の運営方法
４．学生に授業態度
５．私語と沈黙への効果

　なかでも、授業テーマ（プロジェクト内容）を学生
の関心を導くものに設定したり、授業内でおこなわれ
る問題演習を個人単位ではなくグループ単位で取り組
ませたり、上回生によるスチューデント・アシスタント
の活用などの工夫は、学生同士のコミュニケーション
の促進に効果があったと報告され、「私語」と「沈黙」
への効果がみとめられるものであったという。近年、
多くの大学の授業でグループワークの活用が試みられ
ているだけに、聴講者の関心も高く、とくにその運営
方法を知るうえで参考になる報告であったといえる。

報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
　上記三名の報告後、昼休憩を挟んでおこなった後
半部は、聴講者からの質問にたいする応答と討論、五、
六名のグループによるディスカッションと報告、で構成
した。順にそれぞれでおこなわれた内容を示しておく。

①報告に対する質疑応答
　以下、聴講者から寄せられた質問を列挙しておく。

・報告①で示された私語の理由にみられる近年
　の学生の資質（心理）にかんするもの。
・報告②で示された座席指定による私語の低減
　にかんするもの。
・報告②で示されたマイクによる発言の意味を問
　うもの。
・報告②で示された授業での Twitter の活用に
　ついて、大学による支援があるかどうかにかん
　するもの。
・私語する学生への退出措置の是非にかんするもの。
・私語・沈黙対策としての授業における競争原理
　の活用の是非にかんするもの。
・教員個人の取り組みとは別に、大学全体、ある
　いは学部、学科レベルでの組織的取り組みに
　かんするもの。
・授業中の「内職」の存在は質の高い講義環境
　の維持を可能とするかどうかにかんするもの。
・グループワークの工夫（たとえば、活発な議論
　を促すために学生に与える条件設定、グループ
　ワークが私語の機会を提供するものになること
　を防ぐ工夫など）にかんするもの。
・沈黙している学生を授業に集中させるための工
　夫にかんするもの。
・私語しなければよい（内職は許す）という対応は、
　私語の低減にはなるが、本質的な問題（たとえ
　ば、魅力的な授業づくりなど）を解決するもの
　なのかどうかにかんするもの。　
・大人数授業において対話型授業を可能にするた
　めの工夫にかんするもの。
・各報告で示された授業方法の教員間共有や、　
　教員に対するトレーニングにかんするもの。
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　上記質問に対して三名による応答がなされたが、な
かでも、報告者それぞれが実践している授業方法論に
たいする関心が高かったといってよい。同時に、質疑
応答を通じて、「私語」や「沈黙」へのさまざまな方法
論を採用する前提として、学生に対して「なぜ私語をし
てはならないのか」「なぜ沈黙していてはならないのか」
を教職員がどのように説明するか、という困難な課題
があることが明らかになった。そこで、残りの時間を用
いて、五、六名のグループによるグループ・ディスカッショ
ンを実践した。ディスカッションのテーマは次のとおり。
　
　①学生から「なぜ私語をしてはならないのですか」と尋
　ねられたらどのように答えるか。
　②学生から「なぜ沈黙していてはならないのですか」と
　尋ねられたらどのように答えるか。

　いずれか一方の、あるいは両方の問いに以下に答える
かについてディスカッションし、グループごとに討論内容
と上記問いにたいする応答の仕方について発表した。な
お、報告者三名とコーディネーターが一つのグループとな
り、聴講者と同じようにディスカッションをおこなった。教
員と職員、それからわずかではあるが学生も交えた討論
は、どのグループも活発に展開されたようで、それぞれの
経験などから、じつにさまざまな応答の仕方が提示され
た。なかでも、①をディスカッションテーマとして選択した
グループが多く、その答えとして、自分以外に授業をうけ
ている学生の権利を侵害するから、というものが多くみら
れた。また、上記テーマから発展して、あるいは、上記テー
マを問うためには、大学における授業とは何か、という根
本的な問題が問い直されなければならないことがそれぞ
れのグループで確認されたように見受けられる。それゆえ
に、発表された討論内容のなかには、「良い授業とはどの
ようなものか」にかんするものもあった。
　もっとも、本分科会の「私語」（および「沈黙」）というテー
マ自体が、すでに、少なくとも二十年余りにわたって議論
されてきたテーマであるため、統一された応答が示される
ことはないのかもしれない。だが、長年にわたって議論さ
れつづけているということ自体が、誤解を恐れずにいえば、
このテーマが真剣に議論されるべき「面白」」ものである
ことを示してもいる。それゆえに、「大学における私語と沈
黙」を大学内において議論しつづけることが、大学という
言語生活の場を蘇生させる契機の一つになるのであろう。
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授業中の私語および沈黙を問い直す
ー学びの契機としての私語・沈黙ー

山形大学 基盤教育院 教育開発連携支援センター 准教授 杉原　真晃
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ń⚾ㄒ࣭ỿ㯲ࠕࢆ๓㜵Ṇ ㌿ࠖࡢᏛ⩦ほࠕࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡍ㇟ᑐࡢ୰࣭ᚋ⚗Ṇࠖࠕࠖ

㸽࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿࡍ㇟ᑐࡢ⏝ᴟⓗά✚ࡢࡧᏛࠊࡋዎᶵࡢᕫホ౯ࠖ⮬ࡢάືࠕ

ࡍ┤࠸ၥࢆㄒ⚾ࠉ��

⏣㸦ᓥ⏤⌮ࡢㄒ⚾ࠉ���� , 2002㸧
ࡢࡿࡍࢆㄒ⚾ࡐ࡞ 㸣 ࡢࡿࡍࢆㄒ⚾ࡐ࡞ 㸣 

⯆࣭㛵ᚰ࠸࡞ࡦࢆ ����� ᩍ⛉᭩ࢆ⏝࠸࡞ࡋ ���� 
ᩍᖌࡀࡾࡤヰࡋ࡚ࢆ ࡿ࠸ ���� ᖹᖖⅬ࣭ฟᖍⅬࢆホ౯࠸࡞ࡋ ���� 
༢ࡅࡔࡵࡓࡿࢆ ����� ఇࡳ㛫ࡢヰࡓࡗ࠶ࡀࡁ⥆ࡢ ���� 
ࡃ࡚࡞⪺ ࡿࢀࡀ༢ࡶ ���� ఇࡳ㛫࡛ࡲᚅ࡚࠸࡞ ���� 
ㅮ⩏ࡃ⪺ࢆẼ࠸࡞ࢀ࡞ ࣀ࣮ ���� ࠸࡞ࢀ࡞Ẽࡿࢆࢺ ���� 
ㅮ⩏ࡀ࣐࣮ࢸࡢ㩭࡛᫂࠸࡞ ���� Ꮫ⏕యࢆ↓ど࡚ࡋ ࡿ࠸ ���� 
ࢡࣛ ࡓࡗࡋࡀ㦁ࡀయࢫ ���� Ꮫ⩦ពḧኚ࠸࡞ࡣ ���� 
㔜せⅬ࠸ࡃࡾࢃࡀ ����� ⇕ព࣭ ⇕ᚰࡉḞࡿࡅ ���� 
࣮ࣘ ࡿࡅḞࣔ ����� ලయᛶḞࡿࡅ ���� 
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ᤵᴗࡢኚࡀஈ࠸ࡋ ���� 㞴ࡿࡂࡍࡋ ���� 
ぶ㏆ឤ࠸࡞ࢃࡀ ���� ᩍ⛉᭩ࡿࡂࡍࡾࡓࡗ ���� 
ฟᖍࡅࡔࡵࡓࡿࢆ ���� ᖹซࡿࡂࡍ ���� 
࠸ࡓࡋࡀヰࡃ ����� ᩍᖌࡢヰࡀࢫ࣮࣌ࡍ᪩࠸ ���� 
ぶ࠸࡞ࡀࡉࡋ ����� ࠸࡞ࡏヰ㐩ࡋࡁࡢࡑ ���� 
ᩍᖌࡢኌ㔞Ḟࡿࡅ ࠸࡞ࡀ㞺ᅖẼࡓࡋࢫࢡࢵࣛࣜ ���� ���� 
ᯈ᭩ࡢ᪉ࡀୗᡭ ���� ᤵᴗฟᖍࡿࡍẼ࠸࡞ࢀ࡞ ���� 

ᑐᛂࡢㄒ⚾ࠉ����

࣭Ꮫ⏕ࡽᩍᖌࢫࣂࢻࡢ㸦ᓥ⏣ , 2002㸧
ᤵᴗෆᐜ࠸ࡍࡸࡾࢃ࣭࠸ࢁࡋࡶ࠾࣭࠸ࡋᴦࠊࡃࡦࢆ㛵ᚰࡸ⯆࣭ࠉࠉ

ࡋ┤ぢࡢ᪉ࡢὀព࣭ࠉࠉ

᳨ウࡢ⯡ᩍᤵ㸫Ꮫ⩦㐣⛬࣭ࠉࠉ

➼ࠉࠉࠉࠉᤵᴗࡿ࠶ࡢᏛ⏕ཧຍ࣭ࠉࠉ

࣭๓ண㜵㸦᪂ᇼ , 1992㸧
⏝άࡢど⫈ぬᩍᮦࠊᙉࡢᏛ⩦㈇ᢸࠊ๓ዎ⣙ࠉࠉ

ࡢࡑ࣭

Ꮫ⏕ཧຍᆺᤵᴗࠊ㆙࿌ࠊ➼

ࡍ┤࠸ၥࢆỿ㯲ࠉ��

⏤⌮ࡢỿ㯲ࠉ����

࣭㉁ၥ࠸࡞ࡋࢆ⌮⏤㸦♸᐀ࡽ , 1994㸧
ࠉ࣭ࠉ ᩍᖌࡢࡾࢃࡲࠊᏛ⏕࠺ࡀᛮࡢ࠺Ẽࡿ࡞

࣭㉁ၥࢆᝏཱྀࡿࡀ᎘ࢆࡇࡘ❧┠࣭ࡇࡿࢀࡽྲྀࡅཷ࡚ࡋ

࣭ࠊ࠸ࡋࡎ㠃ಽ࠸ࡉࡃ

࣭ㅮ⩏ᑐࡿࡍ㉁ၥࡢᢠឤ㸦⛅⏣ , 1995㸧
࠸పࡀᢠឤࡢ㉁ၥࡀ࠺ࡢグ㏙ࡣグ㏙࡛㢌ཱྀ࣭ࠉࠉ

ᑐே㛵ಀࡢᩍᖌࠕ࣭ ᑐே㛵ಀࡢேࡢࡾࢃࡲࠕࠖ ㊊ࠖࡢ␎㉁ၥ᪉ࡸࢢࣥࣜࢱࢽࣔࠕࠖ

ࡉ㠃ಽࠕ ࠖ⬟ศ࡛ゎỴྍ⮬ࠕࠖ

࣭Ⓨゝࡉࡍࡸࡋࡢ㸦ᕝ , 2000㸧
ࡿᣢ࡚ࡀಙ⮬ࡿࡍᑐⓎゝࠕࠊࡣࡉࡍࡸࡋࡢⓎゝࠉࠉ ࠖࡿᚓࢆᐃⓗホ౯⫯ࡿࡍᑐⓎゝࠕࠖ

ࡿ࠶ࡀ㛵ಀ➼

ᑐᛂࡢỿ㯲ࠉ����

࣭๓࡚ࡗࡶண࿌ࡋ‽ഛࡽ࡚ࡏࡉⓎゝࠊࡿࡏࡉ㉁ၥᑐ࡚ࡋ㏉ࡿࡍࢆ㸦♸᐀ࡽ , 1994㸧
࣭Ⓨゝಁࢆࡉࡍࡸࡋࡢ㐍ࠊࡏࡉⓎゝᑐࡿࡍ⮬ᕫຠຊឤࡿࡏࡉ᪼ୖࢆ㸦ᕝ , 2000㸧
࣭ࡢឤ࣭య㦂ᑐ࡚ࡋゝㄒ࣭࣮ࣘࣔཷࡓࡵྵࢆᐜⓗ࡞┤⋠࡞ᑐฎࡍಁࢆ㸦ᕝᓮ , 2008㸧
ࡢࡑ࣭

Ꮫ⏕ཧຍᆺᤵᴗࠊⓎゝࢆᡂ⦼ホ౯ຍⅬᩥࠊᏐ࡛ࡢⓎゝࡢᑟධࠊ➼
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⏝ᴟⓗά✚ࡢࡧᏛࠊࡢㄒ࣭ỿ㯲⚾ࠉ��

ഃ㠃ࡢࡘࡢㄒ࣭ỿ㯲⚾ࠉ����

࣭ᾘᴟⓗά⏝㸦๓㜵Ṇࠊ୰࣭ᚋ⚗Ṇ➼㸧

࣭✚ᴟⓗά⏝㸦Ꮫ⩦ほࡢ㌿ࠊάືࡢ⮬ᕫホ౯➼㸧

ᴟⓗά⏝㸦㥖ᯘ✚ࡢࠖࡁࡎࡲࡘࠕࠉࠉ , 1982㸧
⩦༠ྠᏛࠕࡢ࡚ࡋ㌿ࡢᏛ⩦ほࠉࠉ 㸦ࠖࡽࣥࢯࣥࣙࢪ , 2001㸧

ᴟⓗά⏝✚ࡢㄒ⚾ࠉ����

ᴫせࡢᤵᴗࠉ���

࣭ᒣᙧᏛᇶ┙ᩍ⫱ᩍ㣴⛉┠ࠕ࢘ࣚ࢘ࣙ࢟ࡢࡽᩍ⫱ᚲἲࠖ

࣭㑅ᢥ⛉┠ࠊㅮ⩏ᙧᘧࢆ୰ᚰࡓࡋᤵᴗཷࠊㅮ⪅ᩘ⣙ 250 ྡ㸦 1 ᖺ⏕ࠊᏛ㒊ᶓ᩿㸧

࣭Ꮫᩍ⫱ࠊᩍ㣴ᩍ⫱ࠊᏛ⏕➼㛵ࡿࡍ㆟ㄽࡁ⏕ࡢࡽ⮬ࠊࡁ⪺ࢆ᪉ࡿ࠼⪄ࢆᤵᴗ

᪉ἲࡢ⏝ᴟⓗά✚ࡢㄒ⚾ࠉ���

�D��ᤵᴗࠕࡕ࠺ࡢ࣐࣮ࢸ⚾ㄒࠖࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠕࡸ ࡿࡃ࡚ࡗࢃᏛ⩦άືࠖࠕࠖ

㸦࣡ࡿࡅタࢆᶵࡿ࠼⪄ࢆᏛ⏕άࡸࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢศ㐩⮬ࠊࡋㄝ᫂ࢆㅖᴫᛕࠉ

グ㏙Ѝဨ࡛ඹ᭷㸧ࢺ࣮ࢩࢡ࣮ࠉ

࣭ཷືⓗᾘ㈝⪅㸦࣮࣐ࣜࣥࢫ , 1986㸧
࣭Ꮫ⏕ࠕࡢ⏕ᚐ 㸦Ṋෆࠖࡵࡌࡲࠕࠊࠖ , 2005㸧
࣭㐩ᆅ⊹㸦ᅵ , 2008㸧
࣭ኚㇺࠊࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡿࡍ⮬ᕫࠖࣛࣕ࢟ࠕࡢ㸦㕥ᮌ , 2005㸧

ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠕࡸㄒࠖ⚾ࠕࡕࡇࡕ࠶ࡢᤵᴗࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛࣐࣮ࢸ࡞せࠉ�E�ࠉ Ꮫࠕࠖ

⩦άືࠖࡿ࡞ࡅࡗࡁࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘヰࡸάືࢆධࡿࢀ㸦ᤵᴗ࡛ᢅ࣐࣮ࢸࡓࡗ㛵

㐃࡙ࡿ࠶ࡶࡇࡿࡅ㸧

ࠖࡿ࠶ࡢ㛵ಀᤵᴗࠕࠊࡾసࢆᶵࡢ⟆㉁ᛂࡸࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹ࣭ࣉ࣮ࣝࢢ࣭࣌ࠉ�F�ࠉ

ࡍฟࡾసࢆ௰㛫ព㆑ࡢᏛ⏕ྠኈࡸࡾࡷࡋ࠾
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ᴟⓗά⏝✚ࡢỿ㯲ࠉ����

ᴫせࡢᤵᴗࠉ���

࣭ᒣᙧᏛᇶ┙ᩍ⫱ᩍ㣴⛉┠࢘ࣚ࢘ࣙ࢟ࡢࡽ⛅ࠕᩍ⫱ᚲἲࠖ

࣭㑅ᢥ⛉┠₇ࠊ⩦ᙧᘧࡢᤵᴗཷࠊㅮ⪅ᩘ⣙ 30ྡ㸦 1ᖺ⏕ࠊᏛ㒊ᶓ᩿㸧

࣭⮬ศ࡚࠸ࡘࡇ࠸ࡓࡾ▱ࡢ㸦ఱ࡛ࡶⰋ࠸㸧ᤵᴗ㛫እ࡛᥈✲ࢆࢀࡑࠊࡋᤵᴗ㛫

ෆ࡛࠺⾜ࢆࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹࣉ࣮ࣝࢢࠊ࠸ྜࡋࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ㸦4㹼 5ྡ ࠊࣉ࣮ࣝࢢ1

5ศ㛫ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ㸩 5ศ㛫ࡢពぢ㸧

࣭Ꮫ⩦┠ᶆࢆඹ᭷ࡿࡍ㸦ࠕ᥈✲ຊࠊయᛶ࣭㈐௵ᛶࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊ

ࠉࣙ ࣥຊࠊከᵝ࡞౯್ほࠊሗ㞟࣭ศᯒຊࢆ➼ࠊ⫱ᡂࡿࡍ ࡇ࠸ࡓࡾ▱࣭ࡇ࠸ࡓࡾࡸࠕࠖ

㸧➼ࠖࡿࡅࡘぢࢆ

᪉ἲࡢ⏝ᴟⓗά✚ࡢỿ㯲ࠉ���

�D�ࡇ࠸࡞࠸ࡃࡲ࠺ࠕࠉ ࡿసࢆቃ⎔ࡿ࠼ྜࡵㄆࢆࠖࡇ࠸ࡋࡎࠕࠖ

�E�ࠕࠉⓎゝࡀⱞᡭ ࡿࡍㄝ᫂ࢆ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢࠖࡇ࠸࡞ࡋࢆⓎゝࠕࠖ

�F�ࠉᏛ⩦㛵ࡿࡏࡉࢆࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣭ࣇࣝࢭࡿࡍ
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ᘬ⏝࣭ཧ↷ᩥ⊩

⛅⏣႐௦⨾ࠕධ㛛ࠕࡢ࡚ࡋᚰ⌮Ꮫࠖᑐࡿࡍᤵᴗほ㉁ၥ⾜ືࠖ᪥ᮏᩍ⫱ᚰ⌮Ꮫ⥲Ⓨ⾲

ㄽᩥ㞟����������������ᖺ �
ᅵ㝯⩏ࠗ㐩ᆅ⊹̿ࠕ✵Ẽࢆㄞࠖࡴୡ௦ࡲࡃࡕ࠘ࣝࣂࣂࢧࡢ᪂᭩ , 2008 ᖺ �
ࣥࢯࣥࣙࢪ ࣥࢯࣥࣙࢪ࣭�:��'�� ࢫ࣑ࢫ��5��7�࣭ ��.��$��㸦㛵⏣୍ᙪ┘ヂ㸧ࠗ Ꮫ⏕ཧຍᆺࡢᏛᤵ

ᴗ̿༠ྠᏛ⩦ࡢᐇ㊶࠘ࢻ࢞⋢ᕝᏛฟ∧㒊 , 2001 ᖺ �
ᕝᓮ┤ᶞࠕᏛ⏕ࡢ㉁ၥ࣭Ⓨゝ⾜ືࡢᑐฎ⾜ືࡢ㛵㐃ࠖே㛫⚟♴◊✲ 11, pp149-157, 

2008 ᖺ �
ᕝᬛஅࠕᏛ⏕ࡢⓎゝᏳ⮬ᕫຠຊឤ࡚ࠖ࠸ࡘ᪥ᮏᩍ⫱ᚰ⌮Ꮫ⥲Ⓨ⾲ㄽᩥ㞟 42, 405, 

2000 ᖺ �
㥖ᯘ㑥⏨ࠗࡍ⏕ࢆࡁࡎࡲࡘᤵᴗ࠘ࡳࡺ࠶ฟ∧ , 1982 ᖺ �
↓⸨㝯ஂࠊಖࠊࡾࡺᔱⓒྜᏊࠕᏛ⏕ࡐ࡞ࡣ㉁ၥࡢ࠸࡞ࡋࢆ㸽ࠖᚰ⌮Ꮫホㄽ �������SS�������

1980 ᖺ �
࣐ࣥࢫ࣮ࣜ ��'�㸦႐ከᮧஅࡽヂ㸧ࠗ㧗➼ᩍ⫱ㄽɆᏛ⏕ᾘ㈝⪅⩏௦ࡢᏛ ⋢࠘ᕝᏛฟ∧㒊 , 

1986 ᖺ �
ᓥ⏣༤ྖࠗ⚾ㄒࡢᩍ⫱ᣦᑟ ɆᏛᤵᴗࡢ⏕ែㄅ 2࠘⋢ᕝᏛฟ∧㒊 , 2002 ᖺ �
᪂ᇼ㏻ஓࠗ⚾ㄒ◊✲ᗎㄝ Ɇ⌧௦ᩍ⫱ࡢ㆙㚝࠘⋢ᕝᏛฟ∧㒊 , 1992 ᖺ �
㉁ၥ↓ࡢ⏕Ꮫࡿࡅ࠾ᤵᴗ୰ࠕ௰㔝ዲ㔜ࠊ�%��%/$:+6ࠊ�'��%/$:+6ࠊ㝯⸩↓ࠊ୕┬᐀♸

ᩍ⫱ᚰ⌮Ꮫㅖၥ㢟ࡿࡄࡵࢆື⾜�ࠉ ᪥ࠖᮏᩍ⫱ᚰ⌮Ꮫ⥲Ⓨ⾲ㄽᩥ㞟������������������ᖺ �
㕥ᮌㅬࣦࠗࣝࢽ࣮࢝ࡿࡍ♫࠘ㅮㄯ♫ , 2005 ᖺ �
ṊෆΎ⦅ࠗᏛୖ࠘ࣇࣛࢫࣃࣥࣕ࢟ᬛᏛฟ∧ , 2005 ᖺ �
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大人数授業をいかに魅力的な「場」としてデザインするか？
早稲田大学 人間科学学術院 准教授 尾澤　重知
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プロジェクト科目事例報告
～授業の運営方法と学生の授業態度～
京都文教大学 人間学部現代社会学科 准教授 山本　真一
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